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附属 病 院 の開 院 にあ た って 一 ・学 長 山 田守 英 …
附属 病 院 開院 を迎 えて 病 院 長a'一 一田 畠秀 …
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1
附属病院の開院にあたって
学 長 山 田 守 英
医 科 大 学 あ るい は 大学 医 学 部 の 機構 は 、 医 学教 育 、医
学研 究 及び 附属 病院 に お け る医療 の3つ の 体 系 か ら成 っ
て い る。 この3者 は いず れ も医科 大学 の 機構 に欠 くべ か
ら さる もので 、 しか も医 科 大 学 が 、 その 使 命 目的 を完 全
に達 成 す るた め に は、3者 が 相互 に密 接 な連 けい を保 ち
な が ら、綜 合 的 に運 営 され な け れ ば な らな い。
旭 川 医科 大 学 は昭 和48年9月 に設 置 され て以 来 、既 に
3年 を経過 した が、 その 間 学 年進 行 によ り、教 育 、研 究
の組 織 機構 は逐 次整 備 拡 充 され、 本年 度講 座 は28と な り、
学 年 も4学 年 に まで 進 み、 最 高 学 年の 講 義 は基 礎 医 学 か
ら臨 床 医 学 に移 りつ ・あ る。 建 築 も図 書館 な ど ・部 を残
して 、 ほ ぼf通 り完 成 し、 これ に伴 い教 育 及 び研 究 も
漸 く軌 道 に乗 り、進 展 しつ ・あ る。 更 にこ の ほ ど附属 病
院 の 建 築 も竣Ilし 、 い よい よ11N初 め には 開院 し、医 療
を開 始 す る運 び とな った 。 こ ・で始 め て 、旭 川 医科 大学
も機構 の3つ の 体系 が整 い 、 大学 本来 の使 命 を遂 行 し得
る状 態 と な った わ けで あ る。
大 学病 院 の 役割 は 、 医 科 大学 の 機構 の うちで 、 主 要 な
部 分 を 占め 、 い くつ か の 重 要 な使 命 を も って い る。
先ず 大学病 院 は、地 域 社 会 にお け る医 療 体 系 の 環 と
して 、地域 の 人 々の 保健 、診 療 に参画 し、 医療 を通 して
社 会福祉 に貢 献 す る責 務 を も って い る。 殊 に旭III医 科 大
学 は、北 海道 持 に道北 、道 東地 域 の 医 療 過疎 を 解 消 し、
その 医療 水準 を向 ヒせ しめ るた め に、 地域 社 会 の 切な る
要請 に よ って 新 設 された の で あ る か ら、 医科 大学 と して
の 本 来の 使命 す な わ ち教 育 と研 究 を遂 行 しな が らも 、大
学 病院 は 、地域 の医 療 機 関 と して 、 患 者 中心 に高度 の 医
療 を だ践 し、地 域 社 会 の 期待 に応 えな け れ ばな ら な い 。
f一病 院 の 今1っ の 重 要な使 命 は 、医 療 を実践 す る過
程 で 、医rfの 臨 床 教 育 の場 と しての 役割 を 果たす こ と
で あ る。 医 学 生 は こ ・で 、外 来 、 中央 診 療 及 び病 床 等 に
お いC、 実 際 に患 者 に接 しつ ・、医 学 、 医術 、医 道 の 基
本を学 び旦 っ 体 得 し、将 来 有能 な 良 き医 師 あ る いは勝 れ
た医 学研 究 者 と な る基礎 づ く りが な され る。 その た め に
は 、/¥{'病 院 は、 機構 規模 にお い て も、医 療 においても、
運 営 にお い て も、 その時 代 の 最 も進 歩 した綜 合 病 院 と し
て 、 他に 範 を唾 れ 、地 域 の 医療 セ ン ター と して 自負 し得
る病 院 で な け れ ば な らな い。
次 に大 学病 院 は 、組 織 機構 の 上 か ら、診 療E多 様の 導
門 的 な機能 を 有 し、 高度 の 医療 が 行な わ れ る ところから、
各種 の疾 患 、特 にい わ ゆ る難病 や 不明疾 患 に遭遇 す る 機
会 も 多いの で 、 こ ・は 臨 床医 学 の 新 しい研 究 が 多く生 れ
る源 泉 と も な る。
前述 の よ うに 、大 学病 院 は 、 直接 社 会 の医 療 福祉 に関
与 す る と ころで あ るか ら、 地域 の 他 の医 療 機 関 と も密接
な連 けい を とり、 一体 と な って医 療 の 成 果 を拳 げ なけ れ
ば な らな い。 その あ り方 と して 、 大 学病 院 は 、地域 医師
との 連 け いの も とに 、原則 と して 、患 者の紹 介 制 、 ア約
制 な どに よ る診療 形 体 を とるべ きで あろ う。
更 に大 学病 院 は、 医 学 生の 卒 業 前の臨 床 教 育 の場 で あ
る と 共 に、 卒 業後 医 師 の研 修 の 機関 とな るの み な ら ず 、
医 師 の 再 教育 の場 と もな ら なけ れば な ら ない 。医 学はli
進 月歩 し、 こ れ に伴 い医 療 も進 歩 変遷 す る ことは'置撚 で
あ るか ら、 医 師 は 生涯 勉 学 し続 け る 必 要が あ る。 こ の意
味 に お い て大 学病 院 は地域 の 医 師 の 生涯 教育 の場 と な ら
な け れ ば な らな い。 今 日大学 は 開 かれ た る 大学 で あ る こ
と が 要求 され ている ところか ら、医 科 大 学 は地域 社 会 の 人
々就 中 医療 関 係者 に門 戸 を開 き、 医療 及 び医 学の 研 究 の
指導 的 立場 に立 た な け れば な らない が 、そ の ため の 大 学
病 院 の 役割 は 極 め て 大 きい。
旭 川医 科 大 学 附属 病 院 の組 織 機構 、規模 は、 開院 当初
にお いて 、 診療 科16、 病 床 数327、 医 貝、看 護 婦 その 他
医療 従事 者 数 は併 せ て379名 で あ っ て、 数のLか らは 決
して 完 壁 な診 療 体 制 で は な く、施 設 、 設備 、 器械 等 につ
いて も、整 備 は 充分 とは云 い難 く、 いず れ も将 来に 期待
がか け られ て い る。 しか し、 診療 を 開始 す る以L 、地 域
社 会 に 対す る責務を 果 たす た め に も 、 多くの 困 難 を 克服
して、 最 善 を/:し て 、 大学病 院 本 来の 使 命達 成 に//t'を
期 さ な けれ ば な らな い と思 う。
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附属病院開院を迎えて
病院長 黒 田 一 秀
さて こ 二に、12年 間も長血 をわず らってい る女 がいた。 多くの 医者 にか かって、 さん ざ
ん 苦 しめ られ 、その持 ち物 をみ な費 して しまったが 、なん の かいも ないば か りか 、か えっ
てます ます悪 くなる 一方で あった。
マ ルコ伝5:25・26
大学病 院 がで きよ うと して い る。 ま ちの 人 々が待 ち望
ん で い た病 院 の建 物 が ひ と きわ大 き く、の っぺ らぼ うの
丘 に姿 を 兄せ た。 大学 病 院 とは 一体 何 なの か。
学 生 諸君 も、 そ こ に 自分 た ちの た め に用 意 されっ つ あ
る80億 円 もの 費 用 をかけたコ ンクリー トの 塊 をみ て、或種
の満 足 と畏 れ と また 不 安 と を感 じて い るの で は な い か 。
旭 川 で 多分 番 金 の かか っ た建 造物 の っ で あ ろ う。 そ
こ で勉 強 で き るの は誇 ら しい満 足 であろ う。 また そ こで 、
生 きて い る 人で あ る病 者 と接 す るの か と畏 れ を感 ず る人
も あ ろ う。 国 の経 済 の 情 況 か ら、本 当 に 計画 通 りで き る
の か 、 これ が ・方で は 不安 で あ ろ う。
ll月 か ら診療 を始 め るの で あ る が、 ご承 知 の通 り全 体
計画 の ほぼ2分 の1の 開院 時 規 模 で あ る。学 生諸 君 が臨
床 実 習 につ く と きには完 成 と い うふ うに期 待 した い。完
成 と か い た が、 あ る いは 達 成 とすべ きか も知 れ な い。 そ
れ は 日進 月歩 の医 学 医療 の 世 界 で完 成 とい うこ とは な い
と思 うか らで あ る。 科 学 と して の医 学 は 休 まず 前進 する。
病 院 は 常 にそ れ に応 じて 造 り変 えられ て い くの で あ る。
少 な くと もそ れ が 大学病 院 で あ る,,そ れ は と も か く、 最
初 の病 床 数 は 少 な く と も、啓 かれ た 目 と くふ うの 心 で 当
れ ば、 治療 の 基 本 を学 び 問題 を解 決す る態度 を習 う処 と
して 、1'分 役 に 、kっ、 学 問の 殿 堂 で あ る こと に欠 け は し
まい。 ど ん なふ うに私 た ちが これ を 生 か して ゆ くか 、皆
で 先 を望 み つ つ 一緒 につ く りあ げて い こ うで は な い か 。
と ころ で、この 成 長 してゆ く大学 病 院 に も、変 らな い 大
切 な大 前提 があ る。 病 院 は患 者 さんの た め に あ る とい う
ことで あ る。 日 本の近 代 医療 の 生 立 ち か らす る と、病 院
は医 師 と看護 婦 の た め につ くられ 、 そ こへ 患者 さん が通
って く るよ うに為政 者 に よっ て 設け られた 。欧 米の病 院
が 、身寄 りの ない 人の 宗 教(igな 収 容施 設 が麦)り、そ こへ
医師 が往 診.1.る こと か ら 発展 したの とは対 照 的 な点 で あ
ると 聞い て い る。 何処 の国 の 病 院 とも 一見1司じに 兄 える
大病 院 だ が 、働 く人の 態 度 か らす る と、 在来 の 官 立の 大
病 院 は ど)も まだ 家 益の ほ うが威 張 って い る傾 が あ りは
しな い か と、い つ も 反省 させ られ る。 ・般 行政 が 民 主化
した ー¥日で も、 お 役所 は 縦 組職 を と らな い わ けに い か な
いの で あ ろ うが、 診療 に関 して は、医 者 と患 者 さん との
個 人的 接触 を ・番 大 切 な/,/6,Yにおい て い る点 が違 うの で
あ る。 ま して や技術 の進 歩 に伴 っ て機 械 化 ・オ ー トメ化
の激 しい この頃 で あれ ば なお の こと 、 こ れ だ けは病 院 の
変 らな い もの と して肝 に銘 じて お きた い。病 院 と は そ う
い うと こ ろで あ る。
これ に関連 して 気 のっ いた こ とで あ るが 、 まちで よ く
国 立旭 川医 科 大学 附属 病 院 と 「国 立」 を上 に冠 して 菩 か
れ るこ と があ るよ うだ。 大 学 病 院 が立 派 な病 院 で あ る と
い う期 侍 とお 役所 風 の冷 た さ に 対 す る危 惧 とが 交錯 して
い るの で は あ るま い か と思 わ され る こと を しば しば経 験
した 。医 科 大 学 で は医 学 とか 医療 技 術 の こ と が お もに取
りあ げ られて きた が 、病 院 は 理 性 や 論理 を超 えた 部面 も
持 つ 人 間 が、一.一人ず つ 問題 に な る とこ ろ なの で あ る。病
気 とい う抽 象 的 な もの は 、 い く らで も理 論づ け され 、 本
や講 義 で 学ぶ こ とがで き よ うが 、 おお げ さに い えば 矛盾
した この 人 間 の 全存 在 にか か わ る患 者 さん の 問題 は実地
に学 ぶ しか な い。 大学 病 院 は そ の 学 び の場 の.っ なの で
あ る。 その 内 容 は実 は す で に解 決 され た もの とも云 え呑,
ただ私 た ちは 、 これ をkか らの伝 承 の な かで 受 け とめ
ー¥1度 は 自己の 生 き方 の な かで も う 痩 到 達 しな お さな け
れば な らな い と ころ に未 解決 とい え る点 が あろ う。 いず
れ に しろ大 学 病 院 も本 質 的 にた だ の病 院 と変 らず 人間 と
して 淳意 が、 表 われ 方 は色 々 あ るか も知 れ ない が、 淳意
のみ が、 その 基 盤 に認 め ら れて い る場 所 で あ る。
さて現 実 の51年 度 の 医 大病 院 はい か に準 備 され て い る
か。 紙 数 が尽 きたの で 病 院概 要 等 にゆ ず る が 、何 よ りも
16診 療 科 等 を担 当 す る お医 者 、看 護 婦 さん を始 め 、 検 査
技 師 その 他の メデ ィカ ル ・ブ ロ フ エ ツ シ ョ ンの 人 々、 こ
れ らを 支 える 事務職 員 にい ず れ も優 秀 な方 々が各地 か ら
集 ま って こ られた こ とを喜 び た い。 また 設備 は最 新 の も
の ば、か りで あ る し、組 織 には 防 災セ ンター とか 、 カ ルテ
の集 中管 理 とか 、病理 部 門 の 独 、γと か が、 新 設の 利 点 を
十分 に生 か して用 意 され た。 学 内 外の ご 支援 の 下 に 、私
た ちが 一丸 に な って 準備 した この施 設 が、 これ を利 用 さ
れ る方 々 にほ ん と うに役立 ち、地 域 の 人 々の 希望 の 場 で
あ る こ とを保 ちた い もので あ る。 そ うい うの が大 学 病院
で あ る と思 う。
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附属病院開院記念式典
ll月1日 か らの 本学 附属 病 院 の 開院 を祝 う記念 式典が、
去 る10月26日 〔火 〉午 前11時 か ら執 り行 わ れ ま した。
来賓500余 名 、教 職 員200名 の 見守 る中 、病 院 正面 玄
関前 で 学 長 、中 西 文部 省監 理 官 ら5氏 が紅 白の テ ー プ を
カ ソトし、 白衣 の 看 護婦30名 が 手に した色 と りど りの風
船 を曇 天 に 一斉 に放 し、折 か ら、み ぞれ の 間 を縫 っ て降
りそ そい だ晩 秋 の 陽 光 の 中、 高 く風 船 が 舞 い上 が る と待
望 の 開 院 を迎 えた 関 係 者 か ら、 期せ ず して拍 手 が湧 きE
が り ま した。
`f前11時30分 か ら会場 を体 育館 に移 し
、約600名 の 参
列 者 を前 に 、学 長か ら 「本学 は 教育 ・研 究 ・診 療 の3っ
の 体 制 が 整 い、 医 科 大 学 本来 の 使命 を果 たす こ とが で き
る こ と ・な った 。 現 在 、病 床 、医 員、看 護婦 な どス タ ッ
フ は数 的 に十 分 で は な く、 また 、施 設、 設備 の 面で も最
新の もの を導 入 して は い るが 、完 備 して い る と1}1r4dL」iい難
い。 しか し、一一H診 療 を開始 した以 卜、 あ らゆ る困 難 を
克服 して 大学 病 院 本来 の 使命 を達 成 したい。」旨の 式 辞 が
述 べ られ 、 引 き続 き地 方 自 治体 首 長 、 今・井旭 川医 大設 置
協 力会 長 の挨 拶 の 後 、/¥村 北 海 道 大学 長 の祝 辞 が あ り、






附属病院 を利用 す るため に
附属病院では道内で初 めて と云われる中央診療記録 シ
ステムを採用 し、外来診療予約制 を採 って患者の負担 を
軽減す るよう配慮がな されて います。
学生諸君が診療 を受ける場合 には次のとおり行ってF
さい。
▲初めて附属病院で診療 を受 ける場 合
玄関ホールに記入台があるので、白色の診療申込用紙
に所定の事項 を記入 し、保険証 と共 に5番 窓 口に提出 し
て.ドさい。 名前を呼ばれた ら3番 窓 口で、外 釆 カルテ 、
外来診療券、外来料金票、診療 予約票 を受 け取 り、各診
療科へ 行きますが、従来診療 を受けていた医師の紹介状
を持参 した諸君は3番 窓口か ら交付 された 書類 と併せて
受付へ提 出 して 下さい。再診が必要な場 合には各診療科
で診療 予約票 に月日を記入 しますので指定 された 日時 に
来院 し、外来診療券と診療予約票 を2番 窓[1に 提出 して
ドさい。受付時間は初診 が月曜 口から⊥曜 日までの毎日
4
午前8時40分 か ら同10時30分 まで、再診は同 じく午前8
時40分 か ら同11時 までです。
▲以前 に附属病院で診療 を受け、又は現在受診 している
診療科 と異なる診療科で診療 を受 ける場 合
診療科 を問わず過去 に附属病院で診療 を受けたことが
ある場合、又は現在、受診中の診療科 と異 なる診療科で
受診す る場合 には、記入台で糸絶 の診療 申込用紙 に所定
の事項 を記入 し、保険証 ・外来診療券 と共 に5番 窓口に
提 出 します。
これ らはいずれの場合にも 予約電話(65-2111,内 線





























第 一 内 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
第 二 内 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
第 三 内 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
精 神科神経科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
小 児 科 0 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
第 一 外 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
第 二 外 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
整 形 外 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
皮 膚 科 ● ● ・ ・ ・ ・
泌 尿 器 科 ・ ● ・ ・ ・ ・
眼 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
耳 鼻 咽 喉 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・一
産 科 婦 人 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
放 射 線 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
麻 酔 科 ・ ・ ・ ・ ・ ・
歯 科口腔外科
● 印 は診 療 を行 って い るflで す
附属 病 院開院 に思 う
昏〔 寛
「その うち完 成 す る さ」 と気楽 に構 えて いた反 面 、心
の ど こ か に 「早 く出 来 て ほ しい」 とい う思 い が あ った。
と うと う開院 と なっ た 今、 この病 院 が我 々学 生 を含 め
た道 北 の 人 々 に と って 、 どの よ うな形 で 存在 す べ きで あ
ろ うか と 、お こ が ま し くも 考 えず に は い られ な い、,
既 成の 大 学病 院 は 、 どこ か し ら権 威 の 象徴 の よ うな、
いか め しさ があ る。 その 内 部 を 見せ た が らな い閉鎖 性 が
あ る。既 存 の体 制 に固 執 す る前 近代 性 があ る。 従 っ て 人
々の 心 は 、最 後 の土 壇場 まで 大 学病 院 を意識 しない。
これ で は い け ない。 我 々 の 大学病 院 は常 に 人 々の心 と
と も にあ るべ きで あ る。 その ため に は 、権威}こ義 の排 撃
と開 放性 の確 保 と社 会の 要請 に円滑 に応 ず る流 動性 が必
要で あ る。つ ま り研 究 機 関 と して の病 院 で あ る 前 に医療
機関 と して の病 院 で あ る ことを、理 想 とした いもので ある。
(第4学 年 学 生)
規 程 の 改 正 につ い て
国立学校の授 業科等免除及び徴収 猶予取扱要領(昭 和
35年 文大大第555号 による文部事務次官通知)の 一部が
改正 され、学生の学資 を主として負担 している者 が死亡
し、授業料の納付 が著しく困難であると認められる場合
にも、授業料を免除することがで きるようになりました。
これ に伴 い、本学の関係規程につ いても所要の改正を行
うため、下記のとおり規程 が制定 されました。
(庶務課)
旭川 医 科 大学 学 則 の一 部 を改 正す る規 程
旭 川 医科 大学 学則(昭 和48年 旭 医 大達 第1号)の 一部
を次 の よ うに改 正 す る。
第33条 第1項 中 「学 生 の学 資 を 主 と して負 担 して い る
者 が 、不 慮 の災害 等 を受 け、」 を 「学 生の学 資 を主 として
負担 して い る者 が死 亡 し、 又 は学 生 若 し くは学 生 の 学 資
を 霊と して負 担 して い る者 が 、風 水害 等の 災害 を受 けた
こ と等 によ り、」 に、 「本 人」 を 「本 人等 」 に改 め る。
附 則
この 規程 は、 昭和51年10月20Hか ら施 行 し、昭 和51年




程(昭 和49年 旭医大達 第3号 〉の…部 を次 のよ うに改正
する。
第二条第2T」 を次のよ うに改める。
こ 授業料の各期 ごとの納期前6月 以内(新 入学者 に
対する入学 した 日の属す る期分の免除に係 る場合は、
人学前1年 以内)に おいて、学生の学資 を主 として
負担 している者(以 下 「学資負担者」 という。)が
死亡 した場合、学生若 しくは学資負担者が風水害等
の災害 を受 けた場合又はこれらに準ず る場 合であっ
て、学長 が相当 と認め る理由 がある場合等特別 な事
情 によ り納付が著 しく困難で あると認 められる場合、
'正i該理由の発'1:した 日の属す る期の翌期に納付すべ





第 モ条第 二号中 「当該学生の学資 を主 として負担 して




研 究 室 紹 介
■ 公衆 衛 生 学講 座 ■
福 山 裕 三
本 講 座 は開 講 以 来1年 半 しか た って い な いの で 、まだ 、
整 備 も思 うに まか せず 、 研 究 も 本格 的 な軌 道 には の って
い な い。 そ こで 、 ここで は 私 ど もの 理想 と して い る と こ
ろ を紹 介 す る に と どめ た い。
まず 、研 究 室 全 体 に な ごや か な雰 囲 気 が漂 よ うよ うに
努 めて い る。 学 生 諸 君や 諸 先 生方 が いつ お いで に な って
資料 を探 されて も、 資料 作 り されて もい い よ うに 、 文房
用器 具 ・機 械 や衛 生統 計 の 資 料 な ど一通 り取 り揃 えて あ
る 。 春 の医 学 展 の展 示 や 、夏 の 無 医地 区 健 診 の 資料 作 り
の時 な ど、 この 研究 室 は学 生 さん 方で 賑 わ って い た。 ま
た 、時 々学 生 諸 君 と雑 談 をす る 。 口角 泡 を と ば して意 見
を述 べ 合 う。 こ う した 、入 りづ ら くない 、堅 苦 しくな い、
な ごや か な雰 囲 気 こ そ真 の教 育 の場 と思 うの で あ る。
なお、公衆 衛 生 の分野 では社 会 とのつ なが りが重 要で あ
る。地 域 住 民 の健 康 や福 祉 に役 立 つ 存 在で な くて は な ら
な い。 そ の た め に、地 域 住 民 の健 康 相 談 や衛 生 教 育 に協
力す る態 勢作 り に努 めて い る。 ニ ー三、 これ らの 啓蒙 活 動
は行 なっ て きたが 、旭 川 医 大 医師 会 が発足 した の を機 会
に その 方面 の 活 動 を盛 ん に行 な いた い と思 って い る。 衛
生 教 育 を行 な うた め には 、 その 地 域 に 合 っ た資料 を集 め
る 必 要 が あ る。 少 しつ つ そ の努 力 を して きて い る 、学 生
実習 に も衛 生 教 育 の項 を設 け、肝 硬 変症 、妊 娠 中 毒症 、
不慮 の 事故 な ど をテ ーマ に して道 北地 域 に合 った衛 生 教
育の ス ラ イ ドを皆 で討 議 しなが ら作 って発 表 して もら っ
た が、 な か な か見 事 な出 来 栄 え だ った。 こ れ らの7,ラ イ
ドも 、 も し学 生 諸君 が地 域 住 民 の 衛 生教 育 を行 な う機 会
が あ れば 、す ぐ さ ま、利 用 して いた だ く方 針 で あ る。
研 究 の 方面 に もで っ かい夢 が あ る。 生体 試 料 に よ る環
境 汚 染 の研 究 で あ る。 要旨 は、 尿 、血 液 、 組識 な どの 生
体 試 料 を一80℃ で凍 結 して お き、 微 量 の試 料 で も分 析 で
き る技 術 が開 発 され た と き随u,r分 析 して い く シス アム を
作 る とい う試 み で あ る。 い わ ば 、生 体試 料 銀 行 とい うべ
き もの か、 あ るい は タ イム カ プセ ル と い うべ きもの で あ
る。 現 在 は こ れ らの試 料 中 の重 金 属 、 有機 塩 素 系物 質の
分 析 を行 な っで い る。 も う…っ の 研 究 は集 団 検 診 に お け
る尿 の 分析 の 研究 で あ る。現 在、 細 管 式 等速 度電 気泳 動
e 蕊
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法 を用 い て実 験 中で あ るが 、 その 実 用の め どが よ うや く
た っ た段 階 で あ る。
こ れ らの夢 が どの よ うに実 を結 んで い くか 、余 り自信
は な いが 、 こつ こつ 努 力 して い こ うと思 っ て い る。
(公 衆 衛 生学 講 座 教 授)
フ ィール ド・ワー ク を終 えて
井 戸 川 篤 志
私達 、医 療 研 究 会は8月28日 か ら9月1日 まで 、紋 別
市 沼 ノr.地 区 を対 象 と して ブ イー ル ド・ワー ク を行 い ま
した。 参 加者 は 当 大学 の学 生24名 、 日赤 看護 学 生2名 で、
第1外 科 の中 島 ・池 田 両 先生 に検診 を、 公衆 衛 生 学の 福
山 先生 に 「高血 圧 症 につ いて」 と題 し講 演 会 を それ ぞ れ
お願 い しま した。
医 療 問題 は 書物 の 中 に あ るの で は な く、現 実 の 中 に あ
るので あ り、住 民 の 方 々の 生 活 の 中 には い りこむ 事 に よ
り、住 民 の 方 々 が どん な 要求 をも って い るの か、 それ に
対す る現 実 は ど うなの か 、 自分 の 目で 見 て 、 自分 の耳 で
聞 き、討 論 を通 して 考 え てい く。 これ が フ ィー ル ド ・ワ
ー クの 意義 で あ る と私達 は 考 えて い ます
。 私達 でつ く っ
た ア ンケ ー ト用紙 、 フ ィー ル ドノー ト、血 圧 計 、心 電 計 、
尿検 査 の コ ノブ な ど をか か え、 フ ィー ル ド ・ワー クは 行
わ れ ま した。2人1組 と な って沼 ノL地 区 の1戸1戸 を
家庭 訪 問 した り、検診 活 動 ・講 演 会 の 列云い ・医 療 従 事
者 との話 し合 い ・討 論 会 ・参 加 者相 圧の 交流 を深 め る レ
クリ ■一 ショ ンな どが行 われ ま したが 、参 加 者1人1人 、
得 る とこ ろは 大 きく有意 義 な5日 間 をす ご した ので は な
い か と思 って い る次 第で す 。
医学 ・医 療の 危 機 が 、今 日叫 ばれ て い ます が 、私達1
人1人 が現 実 を直 視 し、 今 日、rrが 問題 で あ るの か、何
が緊急 課 題 で あ るの か、将 来 どの よ うな医 師 ・医 学研 究
者 にな るの か 、 さ ま ざま な観 点 か らと ら えて い く事 が 、
私 達1人1人 に 要求 され て い る事 で は な いで しょ うか。
毎 日の授 業の 中 で は得 られ ない もの を、 フ ィー ル ド ・
ワー クとい う 主三体的 な活 動 の中 で 、学 び とっ て い きませ
ん か.多 数 の学 友 の参 加 の も と に こそ 、医 療 問題 は 多角
的 ・総 合的 に と ら える事 が ・r能に なるの で あ り、 医学 生
と しての これ か らの課 題 を明 らか に して い く事 がで きる
の で は ない か と思 って い ます。1人 で も 多 くの 学 友の 、
米 年の ブ イー ル ド ・ワー クへ の 参 加 を 希望 し、 ヘ ンを置




秋 晴 れの 下 で運動会
9月25日(土)、 秋 特 有 の 高 く澄 んだ 青空 の下 、午 前10
時 か ら本 学 陸上 競 技 場 で 実 行委 員 会 が主 催 す る第1回 運
動 会 が開 催 され ま した 。
実行 委 員 会 で は競 技 成績 を競 うこ と と伴 せて各 クラス、
教職 員の 親睦 ・交流 を 目的 と した運 動 会 を企 画 し、 競 技
種 目もパ ン食 い競 走 、 後 向 きか け足競 走 、借 人競 走 、 教
官 を担 架 に乗 せ て揺 らす救 急 車 レー ス 、2人 の学 生 が臆
を背 負 って 円 内 を逃 げ 回 る玉 入 れ等 、ユ ニー クな もの が
多 く、誰 で も参 加で き る とい う趣 旨 を生 か した もの で し
た 。参 加 した200余 名の学 生 、教 職 員 は 「電線 音 頭 」 で リ
ー ドす る大 応援 団 に声 を合 わせ 、 各競 技 に健 闘 して い ま
した が、 なかで もニ ュー タウ ン1周 マ ラ ソ ンでh位3位






旭川 医科 大学談 話会
本 学談 話 会が次 の と お り行 わ れ ま した.
(幹 籾
第25回10月5f]〔 火/司 会 宮 岸勉(精 神医 学 講 座)
1}「 組 織 適 合抗 原研 究 の 最近 の進 歩 」
助 教 授(病 理 学 第=講 座)片 桐 ・
2)「 麻酔 科領 域 にお け る最近 の動 向 につ いて 」
教 授 σ秣酔学 講 座)小 川秀 道
第26回111]9日 〔火)lf]会 小 川秀 道(麻 酔 学講 座/
1)「 ミオ シ ン活性 部位 の 不均 件 につ い て」
講 師(化 掌)平 塚 寿章
2)「 ヒ ト皮 膚の グ リコ ー ゲ ン代謝 にっ いて」




去 る9月22日(水)午 後1時30分 か ら、 東 本願寺 旭 川
別 院 に おい て解 剖体 追 悼 法 要 が 行 われ ま した。昭 和50年
10月1日 か ら昭 和51年8月31日 まで の 間 に、 御遺 体 を提
供 され医 学教 育 の礎 と な られ た 方54名 の御 芳 名が朗 読 さ
れ、学 長 が追 悼 の辞 を述 べ た 後 、読経 の流 れ る中 、御 遺
族20名 、来賓20名 、本 学 職 員20名 及び 学生120名 が次 々
に焼 香 し、故 人の遺 徳 を偲 び 冥福 を祈 念 しま した。
(学生 課)
、 譲
一騰 瞬 終 、
/"
昭和51年度授業料免除者数について
昭 和51年 度授 業llこト免除 者数 は ド記 の とお りで す。な お、
免除 申請 期 目等 につ いて は その 都度掲 示 で お知 らせ しま
す、,(学 生 課)
























基礎 臨 床 研究 棟 増 築1蓄∬分 は 去 る7月20日 に竣 工 し、関
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臨 床 講 義 棟 概 要
臨床講義棟は去 る5月31EIに 竣工 しま したD地 下1階 、地 ヒ1階 で265名 収 容の臨床第1講 義室、140名 収容の臨
床 第2講 義室、122名 収 容の臨 床 第3講 義室 及び患者控室等があ り、各講義室 にはマ イクロフオン、スライ ド映写機
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葱 糾
福 山 裕 三
▲ 私 た ちは 、毎 口、 無 意識 の うち に漢 字 を使 っ て い る 。
小 学 生 の頃 は 、毎 日、 意味 もわ か らず に漢 字 を覚 えて き
た。 い やお うな しに、 この よ うに 書 くの だ と い って 書か
され た。/¥に な って み る と つ の 点、 一 本の 線 が 欠 けて
い る字 をみ て も、 何 と な く異 様 な感 じが す る。 と くに股
・周時 代の 甲 文や 金 文 をみ て 、 これ が現 在の この字 で す
よ とい われ る と、 な るほ ど漢 字は 出鱈 目 に は作 られて い
ないの だ な と思 う。 と同時 に字 は 正確 に 書 くべ きもの だ
と思 うので あ る。 学 生諸 君 の 答 案 を 見て感 じた 事 だ が 。
▲漢 字 が作 ら れ た時 代 に は器 具 とい うもの は 少なかった。
必 然的 に人 と か身体 の 部 分の 象 形 が 多 くな る。 そ れ に 鳥
獣 、 日月 、 山川 草 木 な どの 象 形 が組 み合 わ さ れ て い る 。
こ れ らの 数少 ない象 形 文字 の組 み合 わせ か ら、偉 大 な理
想 を 表現 して きて い るので あ る。
▲ 医 学 の理 想 は 不老 不死 まで は望 ま な い と して も、 不老
長 寿 を夢 みて い る,,急 性 伝 染 病 や 結核 がほ ぼ 克服 され た
e
今 日、 成 人病 との た た か い が始 ま って い るD不 老長 寿 の
薬 を求 めて 若 い科 学 者 た ち は胸 を躍 らせ るの で あ る。
不老 長 寿の 不は 泉 か ら出 た 水 が 分 れて 流 れ る姿 で あ る。
一 説 に は花 の が くが分 れ て い る姿 と もい う
。 意 見(日)が
分 れ る こ と を否 とい い 、 不 も否 と同 様 に否 定 の 意味 に使
われ て い る。 老 ・長 は もと は同 一.一の 字 で あ り杖 をつ き長
い髪 を 生や した老 人の姿 で あ る。 寿 は 老 人 が川 の流 れ の
よ うに 長 く生 きた こ と を祝 う(口)こ とば で あ る。 最近z
は 日本 人の 平均 寿命 が男 が72才 、 女 が77才 との びて きて
お り、脳 卒 中 ・癌 ・虚血 性 心疾 患 な どの 成 人病 が克 服 さ
れ れ ば 人生 百 年 も夢 で は な いの で あ る。 しか し、成 人病
の 克服 に よ って 長寿 は 可 能で あって も不老 は望 み がたい。
若 々 し さを保つ には 毎 日の鍛練 と節 制 と気 の 持 ち方 が 重
要に な って くるの で あ る。
(公 衆 衛 生 学講 座 教授)
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